
























目的 

油症診断基準の項目には「自覚症状としての咳,痰,他覚 所見としての気管支炎所見」が含

まれており,更に成人で肺機能検査上軽度の末 気道の閉塞所見が認められたとの報告もあ

る。そこで我々は,油症被害児,患児の肺機能を検討する目的で,Peak Expiratory Flow 

Rata(以下 PFR と略す)の測定を行った｡衣料代表的な閉塞性気道障害である気管支喘息は

,PFR が発作時には正常値の半分以下に低下し,非発作時でも低下傾向を示すので,喘息児

を明確に区別する必要があり,今回同時に気管支喘息調査も実施した。 


